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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Driveline angle is crucial for preventing driveline infection in patients with 
     HeartMate II device 
     （ハートメイトツー装着患者のドライブライン感染におけるドライブライン 
      導出角度の重要性） 
 
 
 植込型左室補助人工心臓（Left Ventricular Assist Device, LVAD）は重症心不全外科治
療において重要な役割を担っている。本研究では、植込型LVADの合併症対策とデバイス
特性に関する解析が行われ、ドライブライン感染と植込み手術時のドライブライン導出
方法との関連性が明らかにされた。 
 審査ではまず、ドライブライン感染発生率とdriveline angle（正面レントゲン像にて得
られるドライブライン皮膚貫通部における導出方向と水平軸との角度）の関連について
問われた。ドライブライン感染には創部の安定性が重要な要素であり、driveline angleが
大きい、つまりドライブラインが尾側あるいは頭側方向へ導出された場合は体動による
干渉を受けやすいため、driveline angleが小さい水平方向の導出が最も望ましいと考えら
れると回答された。また、患者の自己管理能力との関連性に関し、自己管理能力はデバ
イス管理において重要な要素であり、自己管理能力が低い患者に対しては介護人の指導
などによりサポート体制を整えることが重要であると回答された。糖尿病の影響につい
ても問われた。糖尿病は創部感染のリスクファクターとなりうるが、植込型LVAD患者は
移植適応患者であり、比較的血糖コントロールは良好な患者が多いため、本研究ではリ
スク因子となり得なかったと回答された。体位や時間経過がdriveline angleに与える影響
についても問われた。時間経過や体位によりdriveline angleが変わる可能性も考えられる
ため、本研究では術後早期の臥位撮影レントゲン像での評価に統一したが、今後の検討
課題であると回答された。周術期抗生剤と起因菌についても問われ、周術期抗生剤は
MRSAとグラム陰性菌をカバーする２剤併用であるが、MRSAやMSSAが起因菌の多くを
占めていると回答された。将来的なケーブルレスデバイスの可能性についても問われ、
ケーブルレスの植込型LVADは今後目指すべき領域であり、すでにfirst in humanの症例報
告がなされていると回答された。ポンプ感染症例の治療についても問われた。ポンプ交
換時には、デバイスの完全な除去と洗浄後に、再植込みと大網充填を併施する方針であ
ると回答された。観察期間にドライブライン導出を左側へ変更した理由について問われ
た。右側導出はポンプ本体までの距離が短いためドライブライン感染からポンプ感染に
至るリスクが高いと考え、double tunnel techniqueによる左側への導出に変更されたと回
答された。また、副論文に関するEVAHEARTとHeartMate IIの比較についても発表と質
疑応答が行われた。まず、ドライブライン感染がEVAHEARTで多い理由について問わ
れ、同デバイスのドライブラインが太く、柔軟さに欠ける点が理由と考えられると回答
された。EVAHEARTの脳血管合併症についても問われ、脳血管合併症は術後早期の発症
例がほぼ半数で、多くは左室脱血管のwedge thrombusに起因すると考えられると回答さ
れた。 
 以上、植込型左室補助人工心臓治療において、ドライブライン感染に関しては適切な
植込み方法が発生率の抑制につながることが示された点と、デバイス構造の違いにより
臨床成績に差を生じることが示された点が有意義な研究であると評価された。 
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